
科目名 単位 講師

●プロジェクトマネジメント特論 ２ PMI日本支部

●プロジェクト計画特論１ ２ PMI日本支部

●プロジェクト計画特論２ ２ PMI日本支部

●プロジェクト運営特論 ２ PMI日本支部

ソフトウェア開発プロセス特論１ ２ 奈良先端科学技術大学

ソフトウェア開発プロセス特論２ ２ PMI日本支部

オブジェクトモデリング特論 ２ NTTデータ

パーソナルスキル特論 ２ PMI日本支部

プロジェクト特別演習

（インターンシップ）

１０ 各企業

派遣学生数
（MC/DC）
10～15人

実システム開発講座（連携講座）
㈱日立製作所，㈱NTTﾃﾞｰﾀ，富士通
㈱， 三菱電機㈱，住友電気工業㈱，
日立ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱，etc. 
→ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ協定

インターンシップ
派遣事前教育

【PMカリキュラム】
・プロジェクトマネジメント
・ソフトウエア開発プロセス
・オブジェクトモデリング
・パーソナルスキル etc.

プログラム運営委員会
（北大専任教員，企業客員教員，連携大学教員）

① インターンシッププログラムの標準化
② 評価方法等の開発

③ プログラムの管理運営

④ 派遣学生の選抜 etc.

慶応義塾
大学

筑波大学

奈良先端
科学技術
大学

北見工業
大学

室蘭工業
大学

遠隔授業東京サテライト教室

インターンシップ

・統括責任者の下で ・単位認定（10単位）

・現場の一員として ・研究科共通科目

・3ヶ月～12ヶ月未満

実システム開発客員部門

北海道大学
取組名称：実システム開発指向高度人材育成プログラム

【成果等】
本プログラムにおいて、産業界と大学が連携し、プロジェクトマネジメント（PM）という管理能力を備えた新しいタイプの優秀な技

術者の教育を、最新の情報技術を駆使しながら実施することで、日本国民の生活を支える実践型の人材を育成するための具体
的な方法を見出すことができました。プログラム期間を通して、遠隔授業やｅラーニング等により複数の大学の学生がPMカリ

キュラムを受講しました。それにより，高度な技術と管理能力を兼ね備えた多くの人材を社会に輩出することができました。また、
これまで実施が困難だった長期インターンシップの道を切り開き、実際に参加実績を得ることができました。

［プログラムの全体像］

双峰型教育カリキュラム（北海道大学）

主専修 副専修
自専攻

他専攻

副専修

工学研究科

副専修

全学共通科目

（他研究科） 副専修

プロジェクトマネジメント

（企業内教育分野）

【取組概要】
本プログラムは、情報家電、組込みシステム、オンラインシステムなど、IT分野の大規模実システム開発プロジェクトを支える統
括エンジニアとなりうる人材の育成を目的としています。基盤となる IT分野の高度専門技術と、開発プロジェクト全体を俯瞰し、

管理統括する方法論の二つの（双峰型）専門能力を兼ね備えた高度人材育成を目指しつつ、企業と協同して、企業の研究開発
部門でのインターンシップを取り入れた新しい大学院教育カリキュラムを実施します。

［人材育成イメージ］

［PMカリキュラム］

東京サテライト教室
プロジェクト実習

プロジェクトの定義・資源調達

開発プロジェクトの実施

プロジェクトマネジメントの実践

パーソナルスキルの取得

プロジェクト特別演習履修
のための必修科目

：PM系科目

：IT系科目

北海道大学
連携大学

TV会議システム

を使った遠隔授業

第一線で活躍する講
師との質疑応答が可

能に

いつでもどこでも講義の予習・
復習が可能に

［eラーニング・講義ＨＰ］

講義に関する情報や資料を
ホームページで公開
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